



























































 10 年間の改革後、ラオス経済では繁栄の時期も不況の時期もあった。改革は 90 年代前半
に成功し、高い経済成長率が実現し、マクロ経済状況も安定していた。これは主に健全な
マクロ経済管理のおかげといえるだろう。しかしながら、第三期において、90 年代後半の
景気後退は経済成長を妨げた。この状況は 90 年代末にアジア金融危機の影響でさら悪化し
た。景気後退の原因はマクロ経済管理の問題だけではなく、固定為替相場制の廃棄、柔軟
な信用政策の実施、銀行部門の不健全性、赤字の国有企業の資金調達に対する政策金融な
どもその原因として考えられる。 
 不況のなか、経済問題が認識され、マクロ経済は引き締められ、いろいろな部門で改革
は再開された。そして、ラオスは第四期の経済回復期に入った。これが現在実行されてい
る改革であり、具体的には、銀行部門および国有企業の改革（問題解決とパフォーマンス
の強化）、民間部門特に中小企業の推進（民間が経済活動に自由参加し事業をできるような
よりよい環境作り）などである。 
 最近の経済発展に対し、改革が行われているほか、いくつかの制約や挑戦が存在してい
る。制約は地区間のリンクを難しくしているインフラの未整備状態；少ない人口による小
さな市場規模；人的資源の不足；異なる文化を持つ多民族の存在（これは市場経済への統
合を難しくしている）などである。これらの制約のほかに日本とラオス政府間（JICA と CPI）
の共同研究の結果となる三つの挑戦が報告されている。第一の挑戦は国を如何に計画経済
から市場指向型経済に移行させるかという問題である。これは、市場経済に適応する法的、
制度的な枠組みの創設、国有企業の改革と民営化、民間企業の促進と金融、財政システム
の改革などを対象とする。これらの改革のスピードは遅く、加速する必要がある。第二の
チャレンジは国を如何に伝統的な経済から近代的な経済に移行させるかという問題である。
これは、貧困撲滅、人口コントロール、教育、インフラ整備のような社会経済発展の問題
と資源流通、工業化などの問題に関わる。最後のチャレンジは、ラオスが現在一部的に取
り込んでいる ASEAN、GMS、WTO 等のようなグローバル化や地域統合から如何にして利
益を得、コストを減少させるかという問題である。 
 プレゼンテーションをまとめると、現在行なわれている改革は「プラス・サイン」と「ゼ
ロ・サイン」の両方を意味する。「プラス・サイン」の改革は政策や制度改善を主張する改
革として定義される。ラオスの場合「プラス・サイン」として、民間部門の発展により良
い環境作りための改革、中小企業の発展を促進する政策や地元産業の世界市場における競
争力を高めるための改革などが考えられる。他方、「ゼロ・サイン」の改革は過去から残さ
れた問題、特に、一部の銀行や赤字国有企業の問題をものであり、これらの部門の更なる
改革を行う機会を妨げるから、弱点であると考えられる。この評価基準よると、86 年のビ
ッグバン、またはそれ以降の漸進的な改革というラオスの混合改革の方法は成功したとは
いえ、幾つかの弱点が残っている。改革の成功は、高まっているマクロ経済指標、より良
いマクロ経済管理など漸進改革の「プラス・サイン」よって判断され、改革の弱点は現在
の改革によって解決すべき過去の問題であると指摘することができる。ラオス経済の将来
の発展は現在の改革の成功と、次に実施される改革のサインによって決定される。今後、
ラオスは経済発展に対する多くの制約要因を解除し、まだまだ多くの挑戦もしなければな
らない。 
(本稿は去る 3月 4日に開かれた上海センター・セミナーでの報告を本人にまとめてもらっ
たものです) 
